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スゴ技
炸裂！

す
ば
や
く
確
実
な
気
道
確
保
の
新
兵
器
は
こ
れ
だ
！

口
腔
内
が
見
え
な
い
！

　

あ
る
救
急
現
場
へ
出
動
し
た
際
、
口

腔
内
が
血
液
や
粘
液
で
溢
れ
て
お
り
、

喉
頭
鏡
を
用
い
た
喉
頭
展
開
で
は
口
腔

内
の
確
認
が
十
分
に
で
き
ず
、
吸
引
を

実
施
す
る
も
吸
引
し
き
れ
な
い
と
い
う

状
況（
注
）に
遭
遇
し
た
。こ
の
経
験
を
機

に
、
よ
り
迅
速
・
確
実
に
気
道
確
保
が
で

き
、口
腔
内
の
観
察
が
で
き
る
武
器
が
欲

し
い
と
考
え
、本
作
品
の
開
発
に
至
っ
た
。

　

ラ
イ
ト
の
全
体
像
は
図
１
の
と
お
り
。

市
販
の
ヤ
ン
カ
ー
型
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
付
け（
図
２
）、
電
池

と
ス
イ
ッ
チ
の
柄
を
親
指
の
位
置
に
取
り

付
け
た
も
の（
図
３
）で

あ
る
。
吸
引
の
Ｏ
Ｎ
／

Ｏ
Ｆ
Ｆ
は
人
差
し
指
で

行
い
、
ラ
イ
ト
点
灯
は

親
指
で
行
う（
図
４
）。

ラ
イ
ト
点
灯
の
ス
イ
ッ

チ
は
親
指
で
電
極
を

電
池
に
接
触
さ
せ
る

単
純
な
も
の（
図
５
）

で
、
操
作
ミ
ス
は
皆
無

で
あ
る
。

最
適
な
サ
イ
ズ
と

ス
イ
ッ
チ
位
置
を

模
索

　

開
発
に
あ
た
り
、
最

も
苦
労
し
た
の
は
口
腔

の
サ
イ
ズ
の
適
応
す
る

ラ
イ
ト
を
探
す
こ
と
で

あ
っ
た
。
次
に
苦
労
し

た
の
は
ス
イ
ッ
チ
の
位

置
。
片
手
で
吸
引
の
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の

操
作
を
し
つ
つ
、
ラ
イ
ト
の
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ

Ｆ
の
操
作
を
す
る
た
め
に
は
ど
こ
に
点
灯

ス
イ
ッ
チ
を
置
く
の
が
ベ
ス
ト
か
？ 

観
察

し
や
す
い
ラ
イ
ト
の
位
置
は
ど
こ
か
？ 

な

ど
を
探
り
な
が
ら
様
々
な
試
作
品
を
作
っ

て
現
在
の
位
置
が
ベ
ス
ト
だ
と
い
う
結
論

に
至
っ
た（
図
４
）。

　

本
作
品
を
開
発
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

「
喉
頭
展
開
で
十
分
に
観
察
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
？
」と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
所
属
す
る
千
葉
市
消
防
局
内
の

救
急
隊
員
３
０
０
人
に
任
意
で
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
救
急
救
命

士
以
外
の
救
急
隊
員
は
現
場
で
喉
頭
展

開
す
る
経
験
自
体
が
あ
ま
り
な
く
、
自

信
も
な
い
と
い
っ
た
結
果
と
な
っ
た
。
本

作
品
が
あ
れ
ば
、
確
か
な
喉
頭
展
開
の

技
術
を
持
た
な
く
て
も
容
易
・
迅
速
・
確

実
な
気
道
確
保
に
役
立
つ
と
感
じ
た
。

今
後
の
課
題

　

本
作
品
は
試
作
品
で
あ
る
た
め
、
現

状
で
は
残
念
な
が
ら
傷
病
者
に
使
用
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
在
、
市
販
の
可
能

性
を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
本

試
作
品
は
カ
テ
ー
テ
ル
に
プ
ラ
ス
５
０
０

円
程
の
予
算
で

完
成
し
た
が
、

製
品
化
と
な
っ

た
場
合
に
ど
の

程
度
の
コ
ス
ト
に

な
る
の
か
は
未

知
数
で
あ
る
。

ま
た
、
防
水
加

工
の
必
要
性
も

1.	吸引しながら観察が可能
2.	試作品段階では	
カテーテル代+500円

3.	これから製品化を目指す

作品の特徴

布
ふ

施
せ

隆
たか

将
まさ

千葉市消防局
花見川消防署 救急係
千葉県出身。平成18年
4月千葉市消防局消防
士拝命、平成26年3月
救急救命士国家試験
取得。趣味は旅行。

考案者

今月の
作品

LEDライト付ヤンカー型カテーテル
―□□□□□□□□―

（注）患者は初老の男性で「吐血して意識なし」と妻からの通報により出
動したもの。救急隊接触時、心肺停止状態で口腔内から多量の吐血が観
察でき、バックバルブマスク換気も不良な状態であった。心肺蘇生をしつ
つ、吸引器で吸引を試みるも、吐血が多く胸骨圧迫に同期するように出血
しており、吸引しきれない状態。喉頭鏡を使用して喉頭展開を試みたが口
腔内を観察することは非常に困難で、どこから出血をしているのかが判明
せず、気道確保に難渋した。医療機関へ収容後、医師によれば「診断は
食道静脈瘤破裂。口腔内に血塊も観察できた」とのことであった。

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

救
急
活
動
は
常
に
Ａ
Ｂ
Ｃ（airw

ay

気

道,breathing

呼
吸, circulation

循

環
）を
考
慮
し
て
活
動
に
当
た
っ
て
い
る

が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
Ａ（airw

ay

）

に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る「
吸
引
」に
つ
い
て
、
正
確
か
つ

早
急
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
と
て
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
今
回
発
案
し
た「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
付
ヤ
ン
カ
ー
型
カ
テ
ー
テ
ル
」を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
１

分
１
秒
を
争
う
救
急
現
場
で
大
き
な
武

器
と
な
り
、
傷
病
者
に
対
し
て
利
益
と

な
る
と
考
え
る
。

発明品「LEDライト付
ヤンカー型カテーテル」の全体像。

図1

カテーテル先端にLEDライトを付ける。

電池とスイッチを付ける。

点灯スイッチは単純で
操作ミスは皆無。

吸引のON/OFFは人差し指で行い、
ライト点灯は親指で行う。
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